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1 . はじめ に

1 9 9 3 年ごろから､ 学内ネットワ ー クが整備され ､ 研究室にお いてもインタ ー ネ ットサ
ー ビ ス( w e b 検索による情報

収集 ･ 電子メ ー

ル による情報交換) が利用できるようになり､ 教育 ･ 研究の 場にお いて必要不 可欠 のものとな っ て

いる
｡

しか し
,
世界中の インタ ー

ネ ット利用者が急増した近年 ､ 悪質な ユ ー ザによる不正 アクセ ス ､

コ ン ピ ュ ー

タウィ

ル ス感染による被害件数も増加 して おり､ それらの 被害にあわな いために ､ 常にサ ー ビ スを提供するサ
ー バ の

維掛 管理を行 わなくてはならな い が､ それらの 学科共用サ
ー バ の運用

･ 管理 の 大半は若手 の教員
･ 学生 の 有

志によるものとな っ て いる｡

そこで ､ 学科共用サ
ー バ の老朽化 による機器 の更新を行うにあたり, 管理 ･ 運 用に つ い て相談を受けたの で ､

管理 ･

運用 の 行 い やすいサ
ー バ の シ ス テ ム構成を提案 ･ 検討し､ テ スト機を構築したo 本報告では ､

そ の シ ス テ

ム構成に つ い て報告を行う｡

2 . サ
ー バ 更新 の 経緯

今回の サ ー バ の 更新は ､
1
､ 稼働開始からかなりの年月 が経過しており､ そ の 間､

セ キ ュ リティなどのア ップデ

ー

トなどが行われてきたが ､
ハ

ー ドウェ ア の 老朽化もあり, 機器 の 更新を行うことにな っ た｡ 2 . 現 行サ
ー バ の 管

理 ･ 運用は教員の有志 によっ てシ ステ ム管理が行 われて いる｡ メ
ー

ル アカウントの登録は, 各講 座 の管理者が行

っ て いる｡ 特にシ ス テ ム管理は
一

人 で行 われて いる. 3 . シ ス テ ム上
, 学生 のメ

ー

ル アカウントも学科ドメイン ･

研

究室 ･ 講座 の サブドメイン の 両方 のメ
ー

ル アカウントが使用できるので ､ 研 究室
･ 講座 の サブドメイン のみ にした い ｡

こ のようなことから､ 機器 の 更新と管理 ･ 運用 の改善を行うために更新することにな っ た｡

3 . 新メ ー ル サ
ー

バ - の 要望

学科の シス テム ･ メ
ー

ル アカウントの管理者 の からの 要望として以下 のことがあげられた｡

要望1 . 学生 のメ ー

ル アカウントは研究室
･

講座 の サブドメインを利用するようにしたい ｡

メ
ー

ル アドレ ス は以下 のようになる｡

教職員: * * * * * @ * * * * ( 学科名) 血i e
-

u . a c .jp

学 生: * * * * * @ * * * * (講座名) .
* * * * (学科名) . m i e

-

u .
a c .j p

要望2 . メ
ー

ル アカウントの 登録 ･ 削除 ･ 変更は､ メ ー ル アカウント管理者 が管理者権限でなくても行える｡

要望3 . シス テ ム の構築に つ い ては ､
ソ ー

ス をコ ン パイル してイン スト
ー ル を行うと構築した者しか管理が行

えなくなるので rp m など の パ ッケ
ー ジを採用し, セキ ュ リティホ

ー

ル などがあ っ た場合の ア ップデ ー ト作業は

容易に行える様にする｡

要望4 . メ ー

リン グリストは､ 血1 などの メ
ー

リングリスト管理ソフトを利用する｡

4 . 新メ
ー

ル サ
ー バ構成の 検討

システ ム ･ ソフトウェ ア の検討を行っ た｡
･ メ

ー

ル ソフトに つ い ては ､
1 台 の サ

ー バ で複数のサブドメイン を扱うの で バ
ー チャ ル ドメイン対応である｡ ほとん

どの M A T (S e n d m ail ,P o st F i x , Q m ail 等) は対応して いるが, 設 定経験のある p o s t丘Ⅹ を採用 した｡
･ メ ー

ル アカウント管理に つ い て は､ アカウント情報は ､
テキストで列記して いるの で ､ 登録

･ 削除 ･ 変更をおこな

うときは r ｡ ｡ t 権限で書き換えることになる｡ しかし､ メ
ー

ル アカウント管理者が ､
r o ot 権限で 作業することは間違

い によ っ てシ ステ ム障害を与える可能性 がある｡ 現在 ､
w e b ･ G U I で管理 ができるツ

ー

ル もあるが , やはりメ ー

ル アカウント管理者に r o o t パ ス ワ
ー

ドを教える､ もしくは s u d o コ マ ン ドを使うことになるので ,
r o ot パ ス ワ ー

ドの

漏えい ､
シ ス テ ム の設 定フ ァイル 操作の危 険ともなう｡ そこ で ,

メ ー

ル ア カウント管理ソフトには ,
P o s t丘ⅩA d m i n

,

Q m ain d o m i n 等があるが ,
M A T に p o s tfi x を選定して いるの で P o s tfi x A d m i n を採用した｡

p o stfix A d m i n は
､
P o s t g r e S Q L , M y S Q L デ

ー

タ ベ
ー ス ソフトを使用できるが, こ の シ ス テ ム では M y S Q L を採

用した｡
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･ o s に つ い ては ､ p o s tf
･

l X から M y S ql の マ ッ プをサホ
-

卜して いる p o st rl X- rn y S q】 の パ ッ ケ
ー ジをイン スト

ー ル す

る必要がある,
,
I) e b i a n Li n .1 X 以外 は､ ソ

ー ス からコ ン パ イ ル する必 要があるり そこ でア ップデ
ー

ト作業は容易に

行えることも考慮し､ D e b i a n L i n u x 採 用した r:

･ メ
ー

リングリスト管理 ソフトつ い ては ､ M ∈1j o T d '' n o , r m l , e 乙 m l r n などがあるが ､
w e b
_
L_ で管理が行えることも考え､

f 山 を採用したo
･

シ ス テ ム 管理 に つ い ては ､
s s h に て

､
リモ

-

トに て操作を行うが ､
G し11 よ っ て

､ 設定内容が確認し易くすることを

考え､ w i e b m i n を採 用した.- .

検討した内容をまとめると表- 1 の ような構成になる

表- 1 メ
ー ル サ

ー バ o) 構成

メ ー ル サ
ー バ

ハ
ー

ドウエ ア p c / A T 互 換

O S D e bi a n L j n u x 3 . 1

メ ー ル ソフト p o stfi x 2 . l 5

メ ー ル ア カウント管理 p o a t rl X a d m i n 2 .I

デ ー タ ベ ー ス m y s q1 4

メ
ー

リングリスト管理 fb 14

シ ス テ ム 管理 W (～b m i n

ソフトウェ アに つ い て

･

w e b m i n は ､ シ ス テ ム管理ツ ー ル で
､
w e b 画面上で ,

シ ス テ ム の 設 定 ･ ユ
ー

ザ管理 ,
アプリケ

-ーシ ョン 設定変

更､ ロ グの観察などシ ス テ ム 管理が行えるc.

P o s tfi x a d mi n

w e b 上 で管理者画 面( 図-2- 1) で はドメイン管理者登

録 ･ メン バ
ー

登録 ･ 削 除 ･ 変更 の管理を行う｡
･ 管理者情報 : 登録した管理者の 一覧と設 定変更
･ ドメイン情報 : 登録 したドメイン の一覧と設定変更
･ アドレ ス 情報: ドメイン 毎の 登録状況

･ 履歴: ドメイン 毎の 履歴
･ 保存: 登録 デ ー タの バ ッ クア ップ

･ ドメイン 追加
･ 管理者追加
･ 転送先追加
･ ア ドレ ス 通力ロ

図- I w e b m i n の 画面

鶴 p s t fit L 魯 8 由 ミ

図- 2- 1 p o s tfi x a d rn in の 画 面

(新規ドメイン の 登録)
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ユ
ー ザ画 面で は パ ス ワ ー ドの 変 更 ､ 転送 設 定( 図

-2- 2) が行える

･ 自動転送設定: 希望するア ドレ ス - 転送先登録
･ パ ス ワ

ー

ド変更

血1 は
､
メ ー リン グリスト管理ソフトで ､

コ ン ソ
-

/ レに て

登録削除変更などの 管理を行うが､ w e b 画 面上でも

管理を行うことができるが ､
そ の 際には ､ h t t p d とC G l

を必要とする

囲一2- 1 p o s tfi x a d r ni n の 画面

( ユ
ー

ザ の 転送設定)

図- 3 f h l の 画面

今 臥 各管理 用ソフトは ､
w e b 上で行えることを前提 に検討したの で ､

S S L による通信の暗号化を行えるように

設定の 必要があるo

6 . テストサ ー / t ヵ 柵

サ
ー バ は

､ 教職員用と学生用 の 2 台を構築し､ 障害が発生し復 旧に 時間を要する場合に､ バ ッ クア ップとして

利用を考えて いるo 基本的なシ ス テ ム の構成 は ､
4 . 新メ ー ル サ ー バ 構成の 検討の 表

-

1 に 示す通りであるが ､ 教

職員用は ､
メ ー リングリスト管理を行 い ､ 学生用は , サブドメイン 毎にメ

ー ル ア カウントの 管理を行う仕様 に応じて

変更する必要がある,,

5- 1 0 S . ア プリケ
ー

シ ョン のイン スト
ー ル

構成に基づ い て ､
O S は D e b i a n Li n u x をイン スト ー ル し, p o s t rl X . M yS Q L , p o stfi x- m y s q l ,f m l , w e b m in , a p a c h e の ア

プリケ
ー シ ョ ンをイン スト

ー

ル した
( ,

5- 2 サ ー バ 毎 の設 定

教職員用サ
ー

バ には､ p o s tf lX , f m l ､ w e b m in の アプリケ
ー

シ ョ ン を使用するため ､ 各 ア プリケ
ー

シ ョ ン の 設定を行

っ た
o

学生用サ ー バ は ,
バ ー チャ ルドメイン対応とし, メ

- ア カウント管理ソフトとして p o st fi x s d mi n と p o s tfi x ､ w e b mi n

の アプリケ
ー

シ ョ ン を使用するため ､
各 アプリケ

ー

シ ョン の設定を行 っ た｡ また ､

ユ
ー

ザ の メ
ー

ル は メ
ー ル ディ レク

トリ形式の 設定 の ため, c o u ri a p o p に て 対応した( .

2 台 の サ
ー バ は ､

w e b 上 にて管理を行うので ､
a p a c h e の 設定では .

1P アドレ ス
,

ユ ー ザ 認証似 よるアクセ ス制 限

と
､
s s l による暗号化のよる通信をできるように設 定を行 っ た .
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各サ ー バ の 内容をまとめると表
-

2 の ような構成になる

表 - 2 各サ ー バ の構成

教員用メ ー

ル サ ー バ 学生用メ
ー

ル サ ー バ

ハ
ー

ドウ エ ア p c / A T 互換 p c / A T 互換

O S D e bia n Li n u X 3 .1 D e bia n Li n u X 3 .1

s m t p p o st丘x p o st丘Ⅹ

p op q p O p c o u ri a p o p

w e b a p a c h e a p a c h e

デ
ー

タ ベ
ー

ス m y s q1

シ ス テ ム管理用 w eb m i n w e b m iⅠ1

メ
ー

ル アカウント管理用 p o at丘Ⅹa d m in

6 . 今後 の 予 定

本格運用を行うにあたり, 1 . テ ストサ
ー バ の試 験運用 ､

2 層 理者 - の マ ニ ュ ア ル 作成 ,
3 ･試験運用終了後, 本

運用 の サ
ー バ 構 築 の順に行う予定で ､ 現在1 の段 階で ある｡

学科で は, 教職員サ
ー バ 用 に A p ple 社製 x s e r v e G 5 ( O S : M a c o s X S e r v e r) の 購入を決定した｡ 教職員サ

ー バ

に つ い ては
､
急きょ仕様変更をすることになり､ 今年度中に構 築 ､ 試 験運用を行 っ た の ち､ 本格運用を行う予定

である
｡
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